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「
人
を
幸
せ
に
す
る
経
営
」―
。

言
葉
に
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す

が
、
実
践
す
る
の
は
と
て
も
難
し

い
こ
と
で
す
。
本
賞
に
お
け
る

「
人
」
と
は
、
１
従
業
員
と
そ
の

家
族
、
２
外
注
先
・
仕
入
先
、
３

顧
客
、
４
地
域
社
会
、
５
株
主
の

５
者
を
指
し
ま
す
。
人
を
幸
せ
に

し
て
い
れ
ば
結
果
的
に
業
績
も
上

が
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
大
切
な

会
社
を
１
社
で
も
増
や
し
た
い
と

い
う
思
い
で
「
人
を
大
切
に
す
る

経
営
学
会
」
が
主
体
と
な
り
「
日

本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会

社
」
大
賞
の
顕
彰
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
今
般
は
第
12
回
の

審
査
委
員
会
特
別
賞
に
当
所
副
会

頭
の
吉
泉
産
業
株
式
会
社
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

〈
受
章
者
コ
メ
ン
ト
〉

「
こ
の
度
は
大
変
栄
誉
あ
る
賞

を
賜
り
ま
し
て
社
員
一
同
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
弊
社
は

1
9
5
5
年
の
創
業
で
、「
我
々

は
優
れ
た
食
品
機
械
で
顧
客
の
繁

栄
を
築
き
、
食
文
化
の
向
上
と
社

会
の
発
展
に
貢
献
し
て
、
自
ら
製

造
し
、
自
ら
販
売
す
る
一
気
通
貫

で
、
食
品
加
工
機
械
と
い
う
も
の

づ
く
り
企
業
と
し
て
成
長
し
て
参

り
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
か
ら

は
「
い
い
会
社
に
し
よ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
国
籍
や
性
別
、

年
齢
等
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
価

値
観
や
考
え
方
を
持
つ
従
業
員
が

イ
キ
イ
キ
と
働
く
企
業
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
の
受
賞
を
励
み
と
し
、

弊
社
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
方
々

が
一
層
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
、
そ

し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
も
の
づ

く
り
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
で
き

る
よ
う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
度
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。」

大
阪
府
で
は
、
優
秀
な
技
能
者
を
表
彰
す
る

こ
と
に
よ
り
、
広
く
社
会
一
般
に
技
能
尊
重
の

気
風
を
浸
透
さ
せ
、
も
っ
て
技
能
者
の
地
位
及

び
技
能
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
大

阪
府
優
秀
技
能
者
表
彰（
な
に
わ
の
名
工
）を

行
っ
て
い
ま
す
。
本
年
の
表
彰
式
は
、
令
和
３

年
11
月
25
日（
木
）に
大
阪
市
中
央
公
会
堂
に
て

行
わ
れ
、
62
名
の
方
が
知
事
よ
り
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
今
般
、
当
所
会
員
の
東
邦
シ

ス
テ
ム
株
式
会
社（
西
田 

輝 

代
表
取
締
役
社

長
・
交
野
市
星
田
北
）よ
り
井
上
克
己
様
、
二

星
芳
之
様
、
西
村
貴
史
様
の
３
名
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

〈
西
村
貴
史
氏
推
薦
コ
メ
ン
ト
〉

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
シ
ス
テ
ム
提
案
に
秀
で

て
お
り
、
な
か
で
も
組
み
込
み
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開

発
に
お
い
て
優
れ
た
技
能
を
有
し
て
い
る
。
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
管
理
シ
ス
テ
ム
の
提
案
・
製
作
も

行
い
、
多
岐
に
わ
た
る
技
術
力
向
上
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
。
ま
た
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
の

標
準
化
を
規
定
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
る
こ
と
で
指

導
の
効
率
化
を
図
る
な
ど
、
後
進
育
成
に
も
尽

力
し
て
い
る
。

〈
井
上
克
己
氏
推
薦
コ
メ
ン
ト
〉

電
子
機
器
制
御
ユ
ニ
ッ
ト
の
製
造
に
長
年
従

事
し
、
基
盤
の
手
半
田
作
業
や
制
御
ユ
ニ
ッ
ト

の
組
立
・
配
線
に
つ
い
て
優
れ
た
技
術
と
知
能

を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
高
い
組
立
技
術
を
活

か
し
、
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
既
存
技
術
を
活

か
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
電
子
制
御
製
品
の
立
ち

上
げ
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
海

外
で
の
量
産
体
制
を
整
え
る
た
め
に
、
外
国
人

技
能
者
に
技
能
を
伝
承
す
る
な
ど
、
国
内
の
み

だ
け
で
な
く
、
人
材
育
成
に
も
尽
力
し
て
い
る
。

〈
二
星
芳
之
氏
推
薦
コ
メ
ン
ト
〉

長
年
に
わ
た
り
、
省
力
化
生
産
設
備
を
設

計
・
開
発
・
製
作
す
る
こ
と
で
電
気
制
御
設
計

に
も
精
通
し
て
お
り
、
生
産
の
効
率
化
・
安
全

確
保
を
考
案
・
実
現
で
き
る
優
秀
な
技
能
・

知
識
を
有
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
活
用

で
き
る
よ
う
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
、

軽
量
化
に
取
り
組
む
な
ど
、
新
た
な
製
品
開
発

に
も
精
力
的
に
尽
力
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
を

若
手
社
員
と
と
も
に
行
い
、「
考
え
る
」
を
教
え

る
と
い
っ
た
人
材
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

社
会
の
困
難
、
発
明
で
乗
り
越
え
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

が
、
世
界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。「
ア
フ
タ
ー
・
コ
ロ
ナ
」「
ウ
ィ
ズ
・
コ
ロ

ナ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
社
会
・
経
済
構
造

の
新
た
な
変
革
を
迫
る
よ
う
な
大
き
な
イ
ン
パ

ク
ト
を
人
類
に
与
え
て
い
ま
す
。
感
染
症
の
世

界
的
な
蔓
延
は
、
人
々
の
意
識
を
大
き
く
変
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
に
効

果
の
あ
る
ワ
ク
チ
ン
の
登
場
で
、
悲
観
論
に
傾

き
が
ち
だ
っ
た
世
界
の
世
論
の
動
向
に
、
希
望

の
光
が
射
し
始
め
た
こ
と
も
事
実
で
す
。
変
異

株
の
広
が
り
や
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
へ
の
懸
念

は
残
る
も
の
の
、
ワ
ク
チ
ン
が
今
の
状
況
を
好

転
さ
せ
る
原
動
力
に
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
発
明
大
賞
」

は
創
設
か
ら
47
回
目
を
迎
え
ま
す
。
中
堅
・
中

小
企
業
、
個
人
の
発
明
家
や
研
究
者
を
対
象
に
、

優
秀
な
発
明
考
案
を
生
み
出
す
こ
と
を
通
じ
て

成
果
を
あ
げ
た
企
業
や
個
人
を
こ
れ
ま
で
数
多

く
表
彰
し
て
き
ま
し
た
。
発
明
大
賞
の
特
色
と

し
て
特
に
伝
え
た
い
の
は
、
歴
代
の
受
賞
者
を

は
じ
め
と
し
た
企
業
や
個
人
の
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
、
発
明
を
生
み
出
し
や
す
く
す
る
環

境
を
醸
成
し
て
い
る
点
で
す
。
発
明
は
孤
立
の

中
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過

去
の
英
知
を
学
び
、
そ
れ
を
咀
嚼
し
て
、
自
ら

の
強
み
を
生
か
し
て
新
た
に
生
み
育
て
る
。
そ

れ
が
発
明
で
す
。
そ
う
し
た
発
明
の
輪
が
人
類

を
進
歩
さ
せ
、
豊
か
で
幸
福
な
社
会
を
構
築
し

て
い
く
の
で
す
。
今
般
は
第
47
回
の
発
明
奨
励

賞
に
当
所
会
員
の
株
式
会
社 

成
田
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
！

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

〈
発
明
の
概
要
〉

従
来
の
モ
ー
タ
ー
は
速
度
や
ト
ル
ク
を
可
変

す
る
の
に
イ
ン
バ
ー
タ
ー
や
増
減
速
ギ
ア
を
用

い
、
周
辺
機
を
含
め
効
率
の
大
幅
な
低
下
の
も

と
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
発
明
の
E
P
R
は

電
圧
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
だ
け
で
、
速
度
変

化
や
回
転
抵
抗
に
追
従
し
ト
ル
ク
を
自
動
的

に
モ
ー
タ
ー
独
自
で
可
変
す
る
こ
と
が
可
能
な

上
に
、
実
行
効
率
は
85
％
を
有
し
ま
す
。
ま

た
、
同
一
構
造
の
ま
ま
発
電
機
と
し
て
も
用
い
る

こ
と
が
可
能
で
実
行
発
電
効
率
は
95
％
に
達
し

ま
す
。
し
か
も
、
E
P
R
を
用
い
る
こ
と
に
よ

り
、
モ
ー
タ
ー
関
連
製
品
の
開
発
に
イ
ン
バ
ー

タ
ー
や
増
減
速
ギ
ア
に
係
る
様
々
な
コ
ス
ト
を

省
く
こ
と
が
で
き
、
時
間
や
資
金
な
ど
の
開
発

コ
ス
ト
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

E
P
R
を
搭
載
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
電
気
消

費
量
は
30
％
以
上
の
削
減
、
実
発
電
量
は
30
％

以
上
の
増
加
を
見
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
般

的
に
、
電
気
効
率
が
１
％
上
昇
す
れ
ば
、
原
子

力
発
電
所
の
原
子
炉
が
１
基
必
要
な
く
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
E
P
R
は
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
技
術
で
す
。

日
本
商
工
会
議
所
で
は
、
１
年
に
１
回
、
商

工
会
議
所
の
組
織
強
化（
会
員
増
強
・
高
組
織

率
）、
財
政
基
盤
強
化
、
観
光
振
興
、
運
営
、

事
業
活
動
に
関
し
、
顕
著
な
業
績
を
挙
げ
た
商

工
会
議
所
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
般
、
当
所

が
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
た

商
品
開
発
と
環
境
保
全
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

受
賞
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

〈
日
本
商
工
会
議
所
コ
メ
ン
ト
〉

淀
川
水
系
に
自
生
す
る
葦（
ヨ
シ
）は
、
土

中
・
水
中
か
ら
多
く
の
チ
ッ
ソ
・
リ
ン
等
を
吸

い
上
げ
て
成
長
す
る
た
め
、
河
川
の
水
質
浄
化
、

生
物
の
多
様
性
も
含
め
て
、
環
境
保
全
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
地
域
で
は
、
古

く
か
ら
、
ヨ
シ
を
原
材
料
と
し
た
葦
簀（
よ
し

ず
）や
簾（
す
だ
れ
）等
を
生
産
す
る
地
場
産
業

が
盛
ん
で
、
毎
年
、
冬
場
に
刈
り
取
り
を
行

い
、
翌
春
の
新
芽
の
成
長
を
促
す
こ
と
を
通
じ

て
、
自
然
環
境
と
経
済
活
動
の
共
存
を
図
っ
て

き
た
。
し
か
し
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
る
需

要
減
少
や
海
外
の
安
価
な
製
品
に
押
さ
れ
、
こ

れ
ら
地
場
産
業
は
衰
退
し
、
刈
り
取
り
が
行
わ

れ
ず
に
放
置
、
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

ヨ
シ
の
生
育
に
も
影
響
が
出
る
状
況
と
な
っ
て

い
た
。
こ
う
し
た
中
、
北
大
阪
商
工
会
議
所
で

は
、
地
域
の
小
規
模
事
業
者
か
ら
、
ヨ
シ
を
活

用
し
た
糸
の
開
発
や
そ
の
商
品
化
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
、
そ
の
支
援
を
行
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
2
0
2
1
年
３
月
、
同
事
業
者

や
地
域
の
繊
維
メ
ー
カ
ー
等
と
と
も
に
「
世
界

初
の
ヨ
シ
糸
が
地
域
を
紡
ぐ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
立
ち
上
げ
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ヨ
シ

か
ら
繊
維
を
取
り
出
し
て
綿
と
ヨ
シ
の
混
紡
糸

（
通
称
：
ヨ
シ
糸
）を
製
造
し
、
ヨ
シ
糸
の
持
つ
、

高
い
抗
菌
性
と
消
臭
効
果
と
い
う
特
性
を
活
か

し
た
衣
類
や
靴
下
等
の
商
品
を
創
出
す
る
こ
と

で
、SD

G
s

に
掲
げ
る
持
続
可
能
な
事
業
と
し

て
淀
川
の
ヨ
シ
原
を
守
る
と
と
も
に
、
繊
維
産

業
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
地
域
を

挙
げ
て
推
進
す
る
も
の
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
化
に
際
し
、
同
所

で
は
、
日
本
商
工
会
議
所
がREA

D
YFO

R

株

式
会
社（
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
運
営
事

業
者
）と
連
携
し
て
組
成
し
た
各
地
商
工
会
議

所
向
け
ス
キ
ー
ム（feel N

IPPO
N

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
）を
活
用
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
よ
る
資
金
調
達
を
実
施
。
当
初
目
標
を
上

回
る
約
2
4
0
万
円
の
支
援
金
を
集
め
た
。
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
こ
の
支
援
金
を
原
資
と

し
て
、
2
0
2
1
年
６
月
に
ヨ
シ
糸
の
製
造
工

場
を
開
設
し
、
繊
維
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
商
品

化
の
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
た
。
そ
の
後
、
同

年
９
月
に
は
、
同
所
の
支
援
に
よ
り
同
事
業

者
が
事
業
再
構
築
補
助
金
の
採
択
を
受
け
て
、

生
産
体
制
拡
充
の
た
め
の
設
備
投
資
を
実
施
。

2
0
2
2
年
２
月
現
在
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
画
す
る
繊
維
メ
ー
カ
ー
３
社
を
含
め
、
計
５

社
が
衣
類
の
商
品
化
を
実
現
し
て
い
る
。
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
実
施
を
契
機
に
、
全

国
紙
や
テ
レ
ビ
局
等
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で

SD
G

s

に
寄
与
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組

み
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
紡
績
会
社
や
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
等
か
ら
問
い
合
わ
せ
を
多
数
受

け
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。
地
域
の

事
業
者
と
連
携
し
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

手
法
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
域
産
業
の
活
性
化

と
環
境
保
全
と
い
う
社
会
課
題
の
解
決
を
合
わ

せ
て
図
ろ
う
と
す
る
同
所
の
取
り
組
み
は
、
他

の
範
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
高
く
評
価
で
き
る
。

「日本でいちばん大切にしたい会社」大賞
審査委員会特別賞　受賞

吉泉産業株式会社（佐々木 啓益 代表取締役）

〒 573-0128
枚方市津田山手２-１-１ 関西学研都市津田サイエンスヒルズ内

TEL：072-808-3003
https://yoshiizumi.com/

大阪府優秀技能者表彰
（なにわの名工）
東邦システム株式会社

（西田　輝 代表取締役）

〒 576-0017
交野市星田北１丁目 34‒10

TEL：072-892-0100
http://www.tohosystem.jp/

発明大賞　発明奨励賞　受賞
株式会社 成田　（日下部 清成 代表取締役）

〒 573-0036 枚方市伊加賀北町 3 番 6 号
TEL：072-841-5284　http://www.kk-narita.co.jp/index.html

日本商工会議所表彰（事業活動）
北大阪商工会議所

～クラウドファンディングを活用した商品開発と環境保全のプロジェクト～

Congratulations! CCI AWARDS!


